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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第60期
第３四半期
連結累計期間

第61期
第３四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 30,192,186 30,445,356 39,825,222

経常利益 (千円) 784,226 322,606 868,178

四半期(当期)純利益 (千円) 654,616 295,186 725,287

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 482,367 △65,058 455,038

純資産額 (千円) 8,817,407 8,555,391 8,790,031

総資産額 (千円) 20,638,824 21,431,184 19,739,027

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 73.66 33.21 81.61

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.9 39.4 43.7

　

回次
第60期
第３四半期
連結会計期間

第61期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 28.26 27.78

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第60期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有しないため、記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当社グループは、日邦産業株式会社(当社)、連結子会社10社（国内３社、海外７社）により構成されてお

ります。

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災に起因したサプライチェーン途絶の

問題、歴史的な円高、さらには10月に発生したタイ王国における洪水被害の影響等を受け、先行き不透明

な中で推移しました。

このような環境のもと、当社グループは取引先の復旧及び生産移管を含めた生産計画の把握に努める

と共に、効果的な経営資源の再分配と支出の抑制をはじめとする合理化を図り、生産性の向上に努めてま

いりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は30,445百万円（前年同期比0.8％増）、営業利益は437

百万円（前年同期比51.1％減）、経常利益は322百万円（前年同期比58.9％減）、四半期純利益は295百万

円（前年同期比54.9％減）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　

・モビリティ事業

自動車メーカー及び自動車部品メーカーに対して、電子制御関連部品を核とした樹脂成形品の製造

及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、前述のサプライチェーンの途絶、並びにタイ王国で発生した洪水に伴う生産調整

の影響を受ける中で推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は6,815百万円（前年同期比

11.6％減）、セグメント利益88百万円（前年同期比69.6％減）となりました。
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・エレクトロニクス事業

コンピュータ及びクリーンエネルギーに関連する市場に対して、ファブレスメーカーまた専門商社

として、高機能材料、部品、治具並びに機器等の調達及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、携帯端末向けの高機能材料及び部品が堅調に推移したものの、エコポイント制度

終了から続く大型液晶関連部品の需要減退と前述のサプライチェーンの途絶、並びにタイ王国で発生

した洪水に伴う生産調整の影響を受ける中で推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの売上高は10,307百万円（前年同期比

6.7％減）、セグメント損失は44百万円（前年同期は84百万円のセグメント利益）となりました。

・精密機器事業

ＯＡ、精密機器市場に対して、部品、ユニット品の製造及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、プリンター（インクジェットプリンター及びレーザープリンター）部品は堅調

に推移したものの、カメラ部品はサプライチェーンの問題により一時的な生産調整を余儀なくされま

した。また、海外生産拠点における人件費の高騰も利益に影響を及ぼしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの売上高6,362百万円（前年同期比

9.3％増）、セグメント利益は239百万円（前年同期は53.4％減）となりました。

・住宅設備事業

住宅設備機器市場に対して、ファブレスメーカーまた専門商社として、ブラインドのコントロールユ

ニット、樹脂配管部品並びに高機能材料等の調達及び販売を国内外で展開しております。

当該事業の業績は、国内外において堅調に推移している高効率給湯器向け樹脂部品とともに、東日本

大震災に関連する仮設住宅及びリフォーム需要に支えられ建築資材が好調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの売上高は2,541百万円（前年同期比

28.3％増）、セグメント利益は84百万円（前年同期比49.6％増）となりました。

・その他

報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＲＦＩＤ事業等を含んでおります。

当第３四半期連結累計期間におけるその他の売上高は5,188百万円（前年同期比18.7％増）、セグメ

ント利益は93百万円（前年同期比122.1％増）となりました。

（２）財政状態の状況

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1,339百万円増加し13,773百万円となりました。これは受取

手形及び売掛金が1,203百万円増加したことなどが主な要因となっております。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて352百万円増加し7,657百万円となりました。これは、投資有

価証券が149百万円減少したものの有形固定資産合計が626百万円増加したことなどが主な要因となっ

ております。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1,692百万円増加し21,431百万円となりました。
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（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,871百万円増加し10,173百万円となりました。これは短期

借入金が1,056百万円増加したことに加え、支払手形及び買掛金が911百万円増加したことなどが主な

要因となっております。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて54百万円増加し2,701百万円となりました。これは退職給付

引当金が71百万円増加したことなどが主な要因となっております。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて1,926百万円増加し12,875百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて234百万円減少し8,555百万円となりました。これは為替換

算調整勘定が286百万円減少したことなどが主な要因となっております。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より4.3ポイント減少の39.4％となりました。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は43百万円でありま

す。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

（５）従業員数

連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、当社グループは業容の拡大に伴い、精密機器の報告セグメント

において515名増加しております。

なお、従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グ

ループへの出向者を含む就業人員数であります。

（６）主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりであり

ます。

会社名 所在地
セグメン
トの名称

設備の内容

投資予定額
資金調達
方法

着手
年月

完了
予定

完成後の
増加能力

総額
既支払
額

NK MECHATRONICS CO.,LTD
タイ国
コラー
ト

精密機
器

改修工事
什器等

百万円

364
百万円

― 借入金
平成24
年1月

平成24
年２月

生産能力
５%増

N I P P O  M E C H A T R O N I C S
(VIETNAM)CO.,LTD

ベトナ
ム

モビリ
ティ
及び
精密機
器

増設工事
什器等

百万円

604
百万円

─ 借入金
平成24
年２月

平成25
年２月

生産能力
47%増

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,127,338同左
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 9,127,338同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日

― 9,127,338 ― 3,137,754 ― 1,963,068

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在
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区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― 　 ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式     240,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式   8,881,900 88,819 ―

単元未満株式 普通株式 　    5,438― ―

発行済株式総数 9,127,338― ―

総株主の議決権 ― 88,819 ―

(注) １  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,500株(議決権55個)含まれておりま

す。

２  単元未満株式数には当社所有の自己株式76株が含まれております。

３  単元株式数は100株であります。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
日邦産業株式会社

大阪府吹田市江坂町
１丁目23番28－701号

240,000― 240,000 2.63

計 ― 240,000― 240,000 2.63

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,582,791 3,697,675

受取手形及び売掛金 7,319,046 8,522,866

商品及び製品 662,591 687,544

仕掛品 150,070 152,313

原材料及び貯蔵品 365,408 327,705

繰延税金資産 122,851 117,083

未収入金 145,117 157,100

その他 89,088 115,615

貸倒引当金 △2,542 △4,287

流動資産合計 12,434,423 13,773,617

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,439,829 4,792,786

減価償却累計額 △1,820,795 △1,864,476

建物及び構築物（純額） 2,619,033 2,928,310

機械装置及び運搬具 4,475,127 4,192,273

減価償却累計額 △3,527,834 △3,049,451

機械装置及び運搬具（純額） 947,293 1,142,821

工具、器具及び備品 651,478 506,163

減価償却累計額 △513,402 △393,715

工具、器具及び備品（純額） 138,075 112,448

土地 587,636 566,936

建設仮勘定 112,967 281,381

有形固定資産合計 4,405,006 5,031,897

無形固定資産 181,165 185,442

投資その他の資産

投資有価証券 1,166,110 1,016,940

繰延税金資産 82,030 116,082

その他 1,521,988 1,361,712

貸倒引当金 △51,697 △54,509

投資その他の資産合計 2,718,431 2,440,226

固定資産合計 7,304,604 7,657,566

資産合計 19,739,027 21,431,184
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,736,301 6,647,344

短期借入金 318,477 1,374,900

1年内返済予定の長期借入金 846,096 819,736

1年内償還予定の社債 130,000 130,000

未払法人税等 51,500 29,433

賞与引当金 202,345 134,638

その他 1,017,194 1,037,856

流動負債合計 8,301,916 10,173,908

固定負債

社債 290,000 225,000

長期借入金 1,377,445 1,415,651

繰延税金負債 45,296 43,210

再評価に係る繰延税金負債 5,300 4,650

退職給付引当金 610,300 681,601

環境対策引当金 10,502 10,502

資産除去債務 52,159 51,030

負ののれん 23,717 17,884

その他 232,357 252,352

固定負債合計 2,647,080 2,701,883

負債合計 10,948,996 12,875,792

純資産の部

株主資本

資本金 3,137,754 3,137,754

資本剰余金 2,343,068 2,343,068

利益剰余金 4,177,024 4,338,901

自己株式 △155,213 △155,249

株主資本合計 9,502,633 9,664,474

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 96,615 23,897

土地再評価差額金 6,789 7,438

為替換算調整勘定 △975,327 △1,261,495

その他の包括利益累計額合計 △871,922 △1,230,159

新株予約権 36,235 －

少数株主持分 123,084 121,076

純資産合計 8,790,031 8,555,391

負債純資産合計 19,739,027 21,431,184
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 30,192,186 30,445,356

売上原価 26,154,666 26,726,420

売上総利益 4,037,520 3,718,936

販売費及び一般管理費 3,142,663 3,281,624

営業利益 894,856 437,311

営業外収益

受取利息 8,757 10,505

受取配当金 13,483 12,872

仕入割引 19,717 16,635

スクラップ売却益 22,470 24,532

その他 8,044 57,132

営業外収益合計 72,474 121,677

営業外費用

支払利息 92,799 77,247

為替差損 81,062 150,243

その他 9,242 8,891

営業外費用合計 183,104 236,382

経常利益 784,226 322,606

特別利益

固定資産売却益 6,635 15,198

投資有価証券売却益 － 1,166

新株予約権戻入益 164 36,235

貸倒引当金戻入額 1,000 －

特別利益合計 7,800 52,600

特別損失

固定資産処分損 1,143 2,915

投資有価証券評価損 － 4,228

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 25,689 －

特別損失合計 26,832 7,144

税金等調整前四半期純利益 765,194 368,063

法人税、住民税及び事業税 93,212 56,288

法人税等調整額 7,557 13,719

法人税等合計 100,770 70,008

少数株主損益調整前四半期純利益 664,423 298,055

少数株主利益 9,807 2,868

四半期純利益 654,616 295,186
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 664,423 298,055

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △81,562 △72,718

為替換算調整勘定 △100,494 △291,045

土地再評価差額金 － 649

その他の包括利益合計 △182,056 △363,114

四半期包括利益 482,367 △65,058

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 472,560 △63,050

少数株主に係る四半期包括利益 9,807 △2,008
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【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のと

おりであります。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 575,951千円 522,923千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月28日
定時株主総会

普通株式 133,311 15.00平成22年３月31日 平成22年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 133,309 15.00平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
　 モビリティ

エレクトロ

ニクス
精密機器 住宅設備 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,486,37911,052,3385,314,7321,981,34725,834,7974,357,38930,192,186─ 30,192,186

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
219,599 284 507,578 ─ 727,46315,287742,750△742,750 ─

計 7,705,97911,052,6235,822,3101,981,34726,562,2614,372,67630,934,937△742,75030,192,186

セグメント利益 291,62084,748513,77256,425946,56642,222988,789△93,933894,856

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＲＦＩＤ事業等を含んでおりま

す。

 ２．セグメント利益の調整額△93,933千円は、営業外取引の調整額△69,884千円、棚卸資産の調整額△15,021千

円、固定資産売却の調整額△9,250千円及び貸倒引当金の調整額223千円であります。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
　 モビリティ

エレクトロ

ニクス
精密機器 住宅設備 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,587,36610,307,2355,832,8962,541,54725,269,0455,176,31130,445,356─ 30,445,356

  セグメント間の内部

  売上高又は振替高
228,439 ─ 529,228 ─ 757,66812,175769,843△769,843 ─

計 6,815,80510,307,2356,362,1242,541,54726,026,7135,188,48631,215,199△769,84330,445,356

セグメント利益 88,615△44,281239,64684,403368,38493,760462,145△24,833437,311

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＲＦＩＤ事業等を含んでおりま

す。

 ２．セグメント利益の調整額△24,833千円は、営業外取引の調整額△21,671千円、棚卸資産の調整額5,907千円、

固定資産売却の調整額△8,716千円及び貸倒引当金の調整額△354千円であります。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 73円66銭 33円21銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額 654,616千円 295,186千円

普通株主に帰属しない金額 ― 千円 ― 千円

普通株式に係る四半期純利益金額 654,616千円 295,186千円

普通株式の期中平均株式数 8,887,358株 8,887,247株

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月７日

日邦産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮  本  正  司    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴  木  賢  次    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日邦
産業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日邦産業株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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